
　
十
一
月
二
十
九
日

　
九
時
半
世
田
谷
村
発
。
十
時
調
布
駅
南
口
。
八
大
建
設
西
山
社
長
と
落
合

う
。
十
時
十
五
分
高
山
さ
ん
の
家
、
点
検
。
高
山
さ
ん
は
フ
ァ
ン
・
ワ
ー
ク

ス
と
い
う
と
い
う
会
社
を
自
分
で
お
こ
し
て
、
活
動
を
始
め
て
い
る
。
フ
ァ

ン
・
ワ
ー
ク
ス
の
会
社
概
要
な
ど
を
き
く
。
面
白
い
仕
事
で
あ
る
。
十
四
時

過
、
弁
当
買
っ
て
研
究
室
で
昼
食
。
十
六
時
α
社
長
若
松
氏
娘
さ
ん
と
来
室
。

十
七
時
前
橋
の
大
工
さ
ん
市
根
井
さ
ん
来
室
。
新
作
の
椅
子
を
見
せ
て
も
ら

う
。
市
根
井
さ
ん
の
仕
事
振
り
の
ペ
ー
ス
は
仲
々
見
事
だ
。
彼
の
住
宅
も
良

い
モ
ノ
に
な
っ
て
い
る
。
Ｇ
Ａ
杉
田
君
に
連
絡
。
新
し
い
世
代
の
大
工
が
工

夫
し
な
が
ら
作
っ
た
生
活
の
器
で
あ
る
。
十
八
時
半
皆
去
る
。
ド
ッ
と
疲
れ

が
出
て
、
し
ば
し
ボ
ー
ッ
と
無
為
の
時
間
を
過
す
。
我
孫
子
の
馬
場
昭
道
よ

り
「
室
内
」
連
載
、
面
白
い
と
電
話
が
今
朝
入
っ
た
。
私
の
Ｈ
Ｐ
の
連
載
コ

ラ
ム
も
段
々
面
白
く
な
っ
て
い
る
の
に
、
こ
ち
ら
も
、
面
白
い
と
か
言
っ
て

く
れ
。
し
か
し
、
ま
だ
充
分
に
面
白
く
は
な
い
の
だ
ろ
う
。
横
浜
ト
リ
エ
ン

ナ
ー
レ
に
関
し
て
の
感
想
は
我
な
が
ら
面
白
く
か
け
て
い
る
の
だ
が
、
丹
羽

編
集
長
の
ス
ピ
ー
ド
感
に
ず
れ
が
あ
る
。
二
十
二
時
世
田
谷
村
に
戻
り
、
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
の
連
中
と
コ
ン
タ
ク
ト
。
二
十
二
時
半
、
マ
テ
ィ
ア
ス
よ
り
Ｔ

Ｅ
Ｌ
。
明
日
は
彼
等
は
余
り
に
も
早
発
ち
で
会
え
ぬ
。

　
十
一
月
三
〇
日

　
十
時
前
ま
で
眠
り
こ
け
る
。
午
前
中
は
世
田
谷
村
で
　
世
紀
農
村
計
画
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
作
り
。
十
四
時
研
究
室
。
幾
つ
か
打
合
わ
せ
。
二
〇
時
四
〇
分

迄
。
二
十
一
時
前
近
江
屋
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
。
渡
辺
が
急
速
に
育
っ
て
き
て
い

る
気
配
あ
り
。
数
少
な
い
希
望
か
。
十
数
年
前
大
学
に
来
て
、
幾
た
り
か
の

人
材
を
得
た
よ
う
な
気
分
は
あ
る
が
、
し
っ
か
り
し
た
手
応
え
は
ま
だ
な
い
。

建
築
よ
り
も
人
間
は
、
は
る
か
に
複
雑
で
あ
る
か
ら
。
モ
ノ
（
作
品
）
を
残

す
の
を
価
値
と
す
る
か
、
人
材
を
残
す
の
を
大
き
な
価
値
と
す
る
か
、
普
通

に
考
え
れ
ば
、
人
間
に
決
ま
っ
て
い
る
だ
ろ
う
が
、
残
念
な
の
は
人
間
は
人

間
を
作
品
と
し
て
創
る
事
は
不
可
能
で
あ
る
事
だ
ろ
う
か
。
宗
教
家
、
特
に

日
本
型
の
禅
の
世
界
で
は
師
た
る
者
、
弟
子
に
面
授
、
教
伝
す
る
の
は
一
つ

の
定
理
で
あ
る
ら
し
い
の
だ
が
、
大
学
教
育
と
い
う
極
め
て
俗
な
大
衆
的
世

界
で
は
そ
ん
な
事
は
常
識
的
に
は
あ
り
得
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
何
と
か

面
授
の
法
に
乗
取
っ
て
、
キ
チ
ン
と
し
た
弟
子
を
持
ち
た
い
と
は
願
う
。
そ

れ
が
研
究
室
内
に
居
よ
う
と
も
、
木
本
君
の
よ
う
に
外
に
居
よ
う
と
も
、
ど

ち
ら
で
も
良
い
の
だ
。
粘
土
を
こ
ね
て
作
品
を
つ
く
る
よ
う
に
人
間
の
気
持

だ
っ
て
作
っ
て
み
た
い
の
だ
。
異
常
な
夢
で
あ
る
の
は
自
覚
し
て
い
る
の
だ

が
、
大
学
に
来
て
し
ま
っ
た
う
え
に
は
、
そ
れ
が
出
来
な
け
れ
ば
生
き
て
る

意
味
の
半
分
は
無
い
。
又
も
や
考
え
過
ぎ
だ
ナ
ァ
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
。

　
今
日
で
十
一
月
は
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
俗
な
言
い
方
で
は
あ
る
が
、
時

は
風
の
如
く
に
流
れ
て
ゆ
く
。
何
も
し
な
い
、
出
来
な
い
マ
マ
に
時
間
は
流

れ
て
ゆ
く
ば
か
り
だ
。
明
日
か
ら
違
う
世
界
を
書
け
る
よ
う
に
し
た
い
、
と

こ
こ
数
年
思
い
続
け
て
い
る
、
ば
か
り
な
の
で
あ
る
。
誠
に
残
念
、
き
わ
ま

る
。
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